
                                                          令和２年１２月１５日号 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

厚木市ホームページ  URL https://www.city.atsugi.kanagawa.jp/ 
南 毛 利 公 民 館   e-mail 8620@city.atsugi.kanagawa.jp 

【発 行】 
厚木市立南毛利公民館 
〒243-0039 
厚木市温水西 1-17-1 
電 話 046（248）4309 
ＦＡＸ 046（270）2301 

 
環境センターからのお知らせ 

《年末年始について》 
 

年末年始、環境センターへの粗大ごみ等の持込み及
びごみや資源の収集日程は次のとおりです。 

 

■粗大ごみ及びせん定枝等の持込み 

年末は１２月２８日(月)まで、年始は 1 月 4 日(月)からです。 

粗大ごみは、予約がないと持込みができません。 

せん定枝等は、予約しなくても持込みができます。 

なお、もえるごみ、もえないごみ及び資源は持ち込みができ

ませんので、集積所に出してください。 
 

■ごみや資源の収集日程 

年末は１２月３０日(水)まで、年始は１月４日(月)から収集カ

レンダーどおり収集します。 

なお、粗大ごみの戸別収集は、年末は１２月２９日(火)まで、

年始は１月４日(月)からです。 

【問合せ】厚木市環境センター 電話／２２５－２７９０ 

染収束への願いと期待を込めて、南毛利公民

館コミュニティづくり推進事業実行委員会が

初の試みで飾り付けたものです。 

点灯期間は、令和３年１月１５日まで。光源

は LED を使用。電源はソーラー発電によるク

リーンエネルギーを利用しています。 

癒しのひと時、ご覧いただければ幸いです。 

 冷え冷えと静かな夜を彩るイルミネーショ

ンが、南毛利公民館の植栽をキャンバスに、金

色、赤、青など色とりどりに輝いています。 

新型コロナウイルス感染拡大によって、多

くの公民館事業が中止になった令和２年。こ

のイルミネーションは、来館者の心が少しで

も明るく、温かくなるように、そして来年の感 

ゲートキーパー講演会「あなたも大切 
な人もこころがほっと楽になる方法」 

 

現代人は、仕事、家事、子育て、病気など様々な悩みや

ストレスを抱えています。こころの不調は、いつ自分や家

族に訪れるかわかりません。自分のこころも、周りの人の

こころも楽にする方法を講師自身の経験を交えながら、

温かい雰囲気でお伝えします。ゲートキーパー養成講座

の内容も兼ねていますので、お気軽にご参加ください。 

【日 時】令和３年 1 月２５日（月） 

午後 2 時～３時 30 分 

【会 場】保健福祉センター６階ホール 

【講 師】澤登 和夫氏 

（精神保健福祉士、うつ専門カウンセラー） 

【対 象】市内在住の方 

【参加費】無料 

【申込み】１２月１５日（火）から電話または健康づくり

課窓口で受け付けます。先着５０人 

【問合せ】健康づくり課 電話／２２５－２２０１ 



 令和２年 12 月 15 日号 公民館だよりは、市ホームページ【URL https://www.city.atsugi.kanagawa.jp/】でもご覧になれます。 

木こり体験やシイタケ栽培など、森林と触れ合ってみませんか？ 

【日 時】令和３年２月６日（土）午前９時～午後４時 

【場 所】七沢地内私有林及び厚木市森林組合（七沢２３７） 

【内 容】木こり（間伐）の実技体験、シイタケのほだ木づくり体験。※昼食は各自ご用意ください。 

【参加費】材料費（保険料含）５４０円（シイタケのほだ木は、お持ち帰りいただきます。） 

【対 象】市内在住・在勤・在学の６歳以上の方 ３０人（小学生は保護者同伴。）  

【申込方法】直接、電話または FAX で、参加者全員の〒住所、氏名、年齢（学年）、電話番号を書き、農業政策課へ 

申し込む。※申込多数の場合は抽選。 

【締 切】令和３年１月１５日（金）まで 

【問合せ】農業政策課 電話／２２５－２３５１ FAX／２２３－０１７４ 

 

 

 

１１月２１日午前中、公民館駐車場を会場に「令和２年度地域ぐるみ家庭教育事業・ 

もち米づくり体験教室」の締め括りとして、もちつき大会が開催されました。 

当日は、青空の下、子どもたちや関係者ら５０人ほどが集まり、おっかなびっくり 

戸惑いながらも臼と杵でのもちつきに挑戦。 

参加者たちは、役員の指導を受けながら、「杵が思った以上に重い」「おもちの真ん中に 

当てるのが難しい」など、手に直接伝わる感覚を楽しみ、 

杵を振り下ろしていました。 

最後は、あんこやきな粉などを絡めたできたてのもちに 

「やっぱりつきたては違う」と味と食感を堪能することに。蒸し上がりを待つのも仕事 

もちは、アジアの国々で広く食べられているアジアの人々のソウルフードともいえる

食べ物ですが、日本では、お正月や節句、誕生祝いなど、季節の行事や祝い事の「ハレ

の日」の特別な食べ物として伝えられてきました。 

特に、新年を迎えるためのもちつきは家族総出で行う一大行事で、子ども心にも家族

や親戚が揃い、にぎやかで楽しみな時間だったことが思い出されます。 

このように家族らが集まり、絆を確認する年末年始。日本の温かくも美しい習慣   

おいしいおもちになあれっと！    をこれからも伝えていきたいものです。 

季節外れの桜も歓迎 

                 
 

手作りのあたたかみのある食器で、食卓を彩りましょう♪ 

【日 時】令和３年１月１５日（金）午前９時３０分～１１時３０分 

【会 場】南毛利公民館 １階 集会室 

【内 容】手ろくろで湯のみ、茶碗、小鉢など食卓を彩る食器づくり 

【講 師】陶芸教室・カフェ 時土器 千島 千穂 氏 

【対 象】南毛利地区内在住の方 ２０人 【持ち物】エプロン、汚れてもいいタオル 

【参加費】１，０００円                                ※昨年の作品  

【申込み】１２月２１日（月）までに、南毛利公民館へ電話、窓口のいずれかの方法で申込み 

（電話・窓口の受付時間：午前９時～午後５時［祝日は除く］）。 

※応募多数の場合は抽選。抽選結果は１２月２４日以降にはがきで通知。 

【その他】作品は、後日のお渡しとなります。 

学級講座 

年末年始の南毛利公民館と地区市民センターの業務について 
年内の業務は１２月２８日（月）まで、 

年始の業務は１月４日（月）から開始となります。（図書室を含む） 


